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「遷
せん

喬館
きょうかん

」は、今
いま

からおよそ 200年前
ねんまえ

の江戸
え ど

時代
じ だ い

に、

児玉南柯
こ だ ま な ん か

という先生
せんせい

が開
ひら

いた学校
がっこう

です。明治
め い じ

時代
じ だ い

に新
あたら

し

い小学校
しょうがっこう

ができるまで、岩槻藩
いわつきはん

の武士
ぶ し

の子
こ

どもがここで

勉強
べんきょう

しました。今
いま

は、江戸
え ど

時代
じ だ い

のようすを復原
ふくげん

して、だ

れでも見
み

られるようにしています。 

 

・ 遷
せん

喬館
きょうかん

の歴史
れき し

 

寛政
かんせい

１１年（西暦
せいれき

1799年） 児玉南柯
こだまなんか

が遷
せん

喬 館
きょうかん

をつくる。このとき南柯先生
なんかせんせい

は５４歳
さい

。 

文化
ぶんか

年間
ねんかん

（西暦
せいれき

1805～11年ごろ） 岩槻藩
いわつきはん

の藩校
はんこう

となり、藩士
はんし

（武士
ぶ し

）の子
こ

どもだけが通
かよ

うよ

うになる。（ほかの子
こ

どもは郷
ごう

学校
がっこう

や寺子屋
てらこ や

に通
かよ

うようにな

った） 

明治
めいじ

４年（西暦
せいれき

1871年） 廃藩
はいはん

置県
ちけん

により岩槻藩
いわつきはん

がなくなり、遷
せん

喬 館
きょうかん

も廃止
はいし

される。 

明治５年（西暦
せいれき

1872年） もとの先生
せんせい

が個人
こじん

で 授 業
じゅぎょう

をはじめたが、公立
こうりつ

の岩槻郷
いわつきごう

学校
がっこう

（後
のち

の岩槻
いわつき

小 学 校
しょうがっこう

）が
 

できたため廃止
はいし

となる。 

昭和
しょうわ

１４年（西暦
せいれき

1939年） 岩槻藩遷
いわつきはんせん

喬 館
きょうかん

が埼玉県
さいたまけん

指定
してい

文化
ぶんか

財
ざい

（史跡
し せ き

）になる。 

平成
へいせい

１８年（西暦
せいれき

2006年） 解体
かいたい

復原
ふくげん

修理
しゅうり

が終
お

わり、だれでも見学
けんがく

できるようになる。 

児玉南柯
こだ ま な ん か

 



遷
せん

喬館
きょうかん

Ｑ＆Ａ 

・ どんな子どもが通
かよ

ったの? 

遷喬館には、６歳
さい

～７歳ごろから２０歳ごろの子
こ

どもが、40人
にん

くらい通
かよ

っていました。

遷喬館ができてからしばらくは、南柯
なん か

先生が運営
うんえい

をしていて、藩士
はん し

（武士
ぶ し

）や商人
しょうにん

、農家
のう か

の子どもが通っていました。そのあと岩槻藩
いわつきはん

が運営をすることになり、「藩校
はんこう

」「勤学所
きんがくしょ

」

とも呼
よ

ばれるようになりました。藩校になってからは、藩士の子どもだけになりました。 

 

・ どんな勉強
べんきょう

をしたの？ 

遷喬館では「儒学
じゅがく

」という学問
がくもん

を勉強しました。儒学は、中国
ちゅうごく

に古
ふる

くから伝わる学問で、

「孔子
こう し

」という中国の学者
がくしゃ

の教
おし

えにもとづいて、中国や日本
にほ ん

の歴史
れき し

や、人
ひと

がどのように生
い

き

れば良
よ

いかなどを教えていました。午前中
ごぜんちゅう

は小
ちい

さい子どもにやさしい内容
ないよう

を教え、午後
ご ご

は

進級
しんきゅう

試験
しけ ん

を受
う

けた子どもが、より難
むずか

しい内容を勉強していました。 

 

・ いまの建物
たてもの

はいつごろできたの？ 

遷喬館ができた寛政
かんせい

11年（西暦
せいれき

1799年）ごろに建
た

てられたようです。中央
ちゅうおう

の広
ひろ

い二

つの部屋
へ や

が教室
きょうしつ

で、両側
りょうがわ

には先生の部屋と、ものを置
お

いておく納戸
なん ど

があります。 

遷喬館が廃止
はい し

になってからは、人が住
す

むための家
いえ

に作
つく

り変
か

えられていました。その後
ご

、

埼玉県
さいたまけん

に残
のこ

っている藩校の建物はほかに無
な

いことから、文化
ぶん か

財
ざい

として保存
ほぞ ん

することになり

ました。作り変えられた部分
ぶぶ ん

を元
もと

に戻
もど

す工事
こう じ

を行
おこ

ない、江戸
え ど

時代
じだ い

の藩校のようすがわかる

ようになっています
 

。 

  

・ 遷喬館のほかにも学校があったの? 

江戸
え ど

時代
じだ い

の終わりごろの岩槻
いわつき

区には、学校が四
よん

種類
しゅるい

ありました。 

藩
はん

校
こう

（遷
せん

喬館
きょうかん

） 藩士
はん し

（武士
ぶ し

）の子ども（男子のみ）が通いました。 

郷
ごう

学校
がっこう

（ 
せん

穀堂
こくどう

） 町人
ちょうにん

・商人
しょうにん

の子ども（男女とも）が通いました。文字
も じ

の読
よ

み書
か

きやそろばんの使
つか

い方
かた

を教えました。 

寺子屋
て ら こ や

（５ヶ所） 農家
のう か

の子ども（男女とも）が通いました。文字の読み書きやそろ

ばんの使い方を教えました。 

漢学
かんがく

塾
じゅく

（４ヶ所） 郷学校や寺子屋を卒業した子どもが、儒学
じゅがく

などより難
むずか

しい学問

を勉強しました。 


